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頁
。

塩
谷
純
「
図
版
解
説　

ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館
所
蔵
画
帖
」、 

東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
集
『
美
術
研
究
』

第
三
百
七
十
九
号
（
二
〇
〇
三
年
）、
二
〇
─
四
七
頁
。
国
立
新
美
術
館
、
京
都
国
立
博
物
館
、
読
売
新
聞
東

京
本
社
編
集
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
』 （
二
〇
〇
九
年
）、
一
八
三
─
二
〇
〇
頁
、
二
四
九
頁
。

前
掲
『
明
治
期
万
国
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』、
一
九
〇
頁
、
一
九
三
頁
、
一
九
五
頁
。

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』 （
一
九
九
六
年
二
月
十
日
）、

九
二
頁
。

内
務
省
博
物
局
『
觀
古
美
術
會
聚
英 

第
一
部
』 （
一
八
八
〇
年
三
月
）、
八
頁
。 

「
五
幅
絹
本
竪
物
著
色
畫
工
名

無
シ
題
號
慈
鎭
和
尚
筆
」、 「
評
ニ
曰
ク
筆
力
精
妙
著
色
精
絶
然
レ
ト
モ
絹
地
傷
損
多
シ
惜
ム
可
シ
」
と
記
述
さ

れ
る
。『
近
代
日
本 

ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
０
０
６
』 （
二
〇
〇
一
年
五
月
二
十
五
日
）
所
収
。

た
だ
し
内
務
省
博
物
局
『
觀
古
美
術
會
出
品
目
録 

二
號
』 （
一
八
八
〇
年
四
月
）、
七
頁
に
は
住
吉
廣
賢
の
出
品

が ｢

聖
德
太
子
繪
傳 

土
佐
隆
信
筆 

二
幅｣ 
と
記
さ
れ
て
い
て
、
数
量
に
差
が
あ
る
。『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ

タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
０
０
５
』 （
二
〇
〇
一
年
五
月
二
十
五
日
）
所
収
。

龍
池
會
『
第
三
回
觀
古
美
術
會
出
品
目
録 

第
五
號
』 （
一
八
八
二
年
四
月
八
日
）、
一
頁
。
た
だ
し
同
書
は
「
住

吉
弘
賢
」
と
書
い
て
い
る
。
な
お
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
十
一
月
一
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
日
比

谷
神
宮
教
院
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
観
古
美
術
会
に
は
廣
賢
の
子
の
住
吉
廣
一
が
「
巨
勢
惟
久
筆
鎌
足
公
像 

壹

幅
」
を
出
品
し
、
同
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
築
地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た

第
七
回
観
古
美
術
会
に
も
「
春
日
基
光
筆 

阿
彌
陀
像 

一
幅
」
を
出
品
し
た
。
龍
池
會
『
第
五
回
觀
古
美
術
會

出
品
目
録 

第
二
號
』（
一
八
八
四
年
十
月
三
十
一
日
）、
十
八
頁
及
び
『
第
七
回
觀
古
美
術
會
出
品
目
録 

第
三
號
』

（
一
八
八
六
年
四
月
十
九
日
）、
四
頁
。
以
上
の
史
料
三
冊
と
も
『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
０
０
７
』
所
収
。

村
形
明
子
『
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
文
書
集
成-

翻
刻
・
翻
訳
と
研
究
（
上
）』 （
二
〇
〇
〇
年
六
月
）、

一
一
六
頁
、
一
二
五
頁
、
一
四
四
─
四
五
頁
、
一
六
八
頁
、
三
一
六
頁
。

前
掲
『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
一
号
、
十
三
頁
。

前
掲
『
東
洋
美
術
大
観
』
に
お
け
る
「
廣
賢
」
の
段
、四
九
五
頁
。
前
掲
『
東
京
美
術
家
墓
所
誌
』、二
六
九
頁
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
墓
所
は
護
國
院
に
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
多
摩
墓
地
へ
移
さ
れ
た
。

前
掲
『
東
洋
美
術
大
観
』
第
五
冊
に
お
け
る
「
廣
賢
」
の
段
、
四
九
五
─
四
九
六
頁
。

前
掲
『
東
京
美
術
家
墓
所
誌
』、
二
六
九
頁
。
廣
賢
に
続
け
て
廣
一
に
つ
い
て
「
明
治
三
十
九
年
二
月
十
七

日
（
三
十
九
）」、 「
信
風
院
彩
霞
廣
一
居
士
」、 「
住
吉
家
の
墓
に
合
祀
せ
る
も
の
ゝ
如
し
」
と
記
し
て
い
る
。

住
吉
家
歴
代
の
墓
所
は
護
国
院
か
ら
移
さ
れ
て
多
摩
墓
地
。
廣
一
の
画
を
、 『
東
洋
繪
畫
叢
誌
』 

第
十
六
集 

（
一
八
八
六
年
六
月
三
十
日
）、
十
五
丁
表
に
第
三
図
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
隆
信
筆
承
安
五
節
ノ
圖

中
ノ
縮
摸
」。
筆
者
に
つ
い
て
は
「
住
吉
廣
一
東
京
ノ
人
東
京
府
南
豐
島
郡
東
大
久
保
村
二
百
六
十
七
番
地
ニ

住
ス
」と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）、日
本
美
術
協
会
の
絵
画
展
覧
会
に
絹
本
竪
着
色《
宗

房
卿
秀
句
圖
》
を
出
品
し
た
こ
と
が
松
井
忠
兵
衛
編
輯
『
明
治
廿
三
年
繪
畫
展
覽
會
出
品
目
録
』 （
一
八
九
〇
年

十
一
月
二
十
三
日
）
に
よ
っ
て
判
る
。

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
61
）

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
九
月
五
日
、
七
日
、
十
四
日
、
十
九
日
、
二
十
七
日
の
五
回
に
わ
た
り
愛

媛
県
美
術
館
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
公
式
ブ
ロ
グ
に
連
載
し
た
記
事
を
編
集
し
、
大
幅
に
加
筆
修
正
し
て
執
筆

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
今
治
市
の
法
華
寺
の
御
住
職　

龍
田
雅
文
氏
に
特
別
な
御
厚
意
を
賜
り
、
御
所
蔵
の
貴
重
な

遠
藤
家
関
係
の
多
数
の
絵
画
や
荻
山
家
文
書
を
拝
見
で
き
た
ほ
か
、
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
の
井
上
淳
氏
、
愛
媛
県

立
図
書
館
の
木
下
和
幸
氏
、
そ
し
て
同
僚
で
あ
る
愛
媛
県
美
術
館
の
長
井
健
氏
に
多
大
の
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感

謝
の
意
を
捧
げ
る
。
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遠
藤
廣
實
《
菅
公
像
》
（
今
治
市
　
法
華
寺
蔵
）

遠
藤
廣
宗
《
楠
公
父
子
像
》
（
今
治
市
　
法
華
寺
蔵
）

遠
藤
貫
周
《
子
の
日
の
遊
図
》
（
今
治
市
　
法
華
寺
蔵
）

遠
藤
賢
武
《
八
幡
太
郎
義
家
像
》
（
今
治
市
　
法
華
寺
蔵
）


